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秋のサークル会員大募集

〆
C薄ら

電

設

専
門
リ
ト
ル
シ
ヤ
ー
ク
ス

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
児
童
の
相

互
の
親
睦
と
心
身
の
健
全
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
田

園
区
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

●
緑
営
日
　
通
三
回
　
（
水
曜
日
＝
午
後

4
時
～
・
土
曜
日
＝
午
後
2
時
～
・

日
曜
日
＝
午
前
9
時
～
）

●
と
こ
ろ
　
島
門
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
対
象
　
小
学
1
～
6
年
生
の
男
女

●
会
費
　
月
／
千
円
、
別
に
後
援
会
費

五
百
円

●
申
し
込
み
　
森
和
博
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
5
1
1

卓
　
球
　
ク
　
ラ
　
ブ

●
錬
皆
目
　
小
・
中
学
生
は
毎
週
月
・

水
曜
日
、
大
人
は
毎
週
水
曜
日
、
時

間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
0
0
分
－

9
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
広
渡
小
学
校
体
育
館
　
（
月

曜
日
は
、
同
館
卓
球
窒
）

●
会
費
　
▽
小
・
中
学
生
＝
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
の
み
▽
大
人
＝
年
／
五
千
円

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）

●
申
し
込
み
　
萩
尾
修
身
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

健
康
の
た
め
、
楽
し
く
珍
プ
レ
ー
を
。

●
練
習
日
　
4
月
か
ら
1
0
月
ま
で
の
毎

月
第
二
・
四
土
曜
日
、
午
後
1
時
5
0

分
－
9
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド

●
対
象
　
4
0
歳
以
上
の
人

●
会
費
　
入
会
金
／
千
円
、
年
／
五
千

円
　
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）

●
申
し
込
み
　
萩
尾
修
身
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

合

気

道

一

心

会

●
練
習
日
　
毎
週
月
・
土
曜
日
、
午
後

6
時
5
0
分
～

●
と
こ
ろ
　
第
一
武
道
場
ま
た
は
、
広

渡
小
学
校
体
育
館

●
対
象
　
中
学
生
以
上
の
男
女

●
会
費
　
月
／
二
千
五
百
円

●
申
し
込
み
　
多
門
芳
雄
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
4
1
2
0

遠
賀
剣
道
連
盟

剣
道
で
心
と
体
を
鍛
え
よ
う
ー
〝
コ

テ
ー
・
メ
ン
・
ド
ー
〟
と
大
き
な
声
で

言
え
る
元
気
な
子
ど
も
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
女
の
子
も
大
歓
迎
。

〔
遠
賀
教
室
〕

●
と
こ
ろ
・
練
習
日
　
▽
第
一
武
道
場

＝
毎
週
月
・
金
曜
日
▽
遠
賀
南
中
学

校
武
道
場
＝
毎
週
水
・
土
曜
日
▽
島

門
小
学
校
体
育
館
＝
毎
週
水
・
土
曜

日
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
6
時
－

1
時
0
0
分

●
入
会
希
望
者
は
1
0
月
1
8
日
　
（
月
）
午

後
6
時
に
第
一
武
道
場
へ

●
会
費
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
　
石
松
敦

さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
2
9
9
4

〔
広
波
教
室
〕

●
と
こ
ろ
・
練
習
日
　
広
渡
小
学
校
体

育
館
＝
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後
6

時
～
1
時
5
0
分

●
入
会
希
望
者
は
1
0
月
1
9
日
　
（
火
）
午

後
6
時
に
広
渡
小
学
校
体
育
館
へ

●
会
費
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
　
萩
本
悦

子
さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
6
5
8
2

国
連

民
　
謡
　
藤
　
永
　
会

民
謡
を
楽
し
く
一
緒
に
ど
う
ぞ
。
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
年
1
回
小
旅
行
を
し

て
い
ま
す
。
見
学
も
大
歓
迎
。

●
練
習
日
　
毎
月
第
一
・
二
・
三
金
曜

日
、
午
後
6
時
－
1
時
（
三
味
線
）

午
後
1
時
－
9
時
　
（
民
謡
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
川
公
民
館
一
階

●
会
費
　
入
会
金
／
千
円
、
月
／
四
千

円
　
（
小
旅
行
の
積
立
金
を
含
む
）

●
申
し
込
み
　
川
村
和
幸
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
6
4

大
正
琴
　
（
葵
の
会
）

好
き
な
曲
、
知
っ
て
い
る
曲
を
少
し

ず
つ
練
習
し
て
い
き
ま
す
。
音
譜
は
読

め
な
く
て
も
大
丈
夫
。
大
正
琴
は
、
弾

き
や
す
い
楽
器
で
す
。
あ
な
た
も
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
こ
ろ
・
練
習
日
　
▽
松
ノ
本
公
民

館
＝
毎
月
第
一
・
三
水
曜
日
、
午
前

1
0
時
5
0
分
～
正
午
▽
上
別
府
公
民
館

＝
毎
月
第
二
・
四
木
曜
日
、
午
前
1
0

時
－
日
時
5
0
分
と
正
午
～
午
後
2
時

●
対
象
　
初
心
者
、
経
験
者
、
問
い
ま

せ
ん

●
会
費
　
月
／
二
千
五
百
円
　
（
テ
キ
ス

ト
代
別
）

●
申
込
み
　
松
ノ
本
公
民
館
は
、
武
内

由
美
子
さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
5
5
9



C薄ら

●　　　●　●

さ　3　申　円会対
ん）込　　黄象
℡　4　み4158または、岡村和美

「よっ」なんて、いつもと変わらず元気よく、扉を開けてみればいつもと変わらぬ仲間

たちの笑顔・・。
「えっ」もうこんな時間？我を忘れて、好きなことに熱中　。　こんな日は、練習の後

の会話がいつもよりはずんだりして‥。　いいなあ、サークルって‥　仲間って・。

し二、、、

5
、
上
別
府
公
民
館
は
、
添
田
イ
ソ

エ
さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
0
5
0
3

遠
賀
俳
友
句
会

広
報
の
俳
句
欄
を
見
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
私
で
も
・
・
・
と
思

わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
サ
、
サ
ど
う
ぞ
、

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

●
練
習
日
　
毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
、

午
後
1
時
－
3
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
会
費
　
月
／
五
百
円

●
申
込
み
　
玉
野
信
彦
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
1
0
1

遠
賀
太
鼓
の
会

●
練
習
日
　
▽
子
ど
も
の
部
＝
毎
週
土

曜
日
、
午
後
1
時
5
0
分
～
▽
大
人
の

部
＝
毎
週
火
曜
日
＝
午
後
8
時
～

●
と
こ
ろ
　
浅
木
小
学
校
武
道
場

●
会
費
　
無
料

●
申
し
込
み
　
秦
総
一
郎
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
1
9
8

ま
　
あ
　
み
　
教
　
室

か
た
ち
の
良
い
編
み
物
を
基
礎
か
ら

製
図
ま
で
指
導
い
た
し
ま
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
金
曜
日
、
午
前
1
0
時

～
正
午

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

●
会
費
　
月
／
二
千
五
百
円

●
申
込
み
　
宇
都
宮
豊
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
4
5
3
2

女
性
コ
ー
ラ
ス
“
こ
も
れ
ぴ
」

楽
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。
一
緒
に

歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
見
学
も
ど
う
ぞ
。

●
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日
、
午
後
2
時

～

4

時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
音
楽
室

●
会
費
　
月
／
千
五
百
円

●
申
し
込
み
　
嶺
祥
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
8
0
6

陶
　
芸
　
同
　
好
　
会

手
先
を
使
っ
て
作
品
を
作
る
喜
び
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
老
化
防
止
に

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
か
ら
高

齢
者
、
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

●
練
習
日
　
▽
毎
月
第
一
・
三
週
の
金

・
土
曜
日
、
午
前
9
時
～
正
午
▽
毎

月
第
二
・
四
週
の
月
・
火
曜
日
、
午

前
9
時
－
正
午
と
午
後
1
時
～
5
時

●
と
こ
ろ
　
総
合
連
動
公
園
内
陶
芸
室

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
南
側
）

●
会
費
　
月
／
三
千
円

●
申
し
込
み
　
山
本
忠
雄
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
1
3
2

日
徒

遠
賀
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

●
と
こ
ろ
・
練
習
日
　
昼
の
部
／
第
一

武
道
場
＝
毎
月
第
二
・
四
火
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
正
午
、
夜
の
部
／
広
渡

公
民
館
＝
毎
月
第
二
・
四
木
曜
日
、

午
後
1
時
0
0
分
－
9
時

●
会
費
　
月
／
八
百
円

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
申
込
み
　
夜
の
部
＝
梅
田
典
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
1
1

昼
の
部
＝
梅
田
や
す
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
0
4

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会

軽
快
な
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
練
習
日
　
毎
週
金
曜
日
、
午
後
1
時

1
5
分
～
9
時
1
5
分

●
と
こ
ろ
　
松
ノ
本
公
民
館

ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

入
会
金
／
千
円
、
月
／
二
千

来
園
初
子
さ
ん
℡
　
（
2
9

（
2
9
3
）
　
3
3
1
0

健

康

ア

イ

体

操

ス
ト
レ
ッ
チ
、
ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
動
き
の

中
で
、
筋
力
ア
ッ
プ
。
腰
痛
や
肩
こ
り

の
予
防
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
な
ど
を
目

指
し
ま
す
。
現
在
2
0
歳
か
ら
6
2
歳
ま
で

の
人
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

●
と
こ
ろ
・
練
習
日
　
▽
第
一
武
道
場

＝
毎
週
月
曜
日
、
午
前
1
0
時
1
5
分
～

日
時
4
5
分
▽
広
渡
公
民
館
＝
毎
週
火

曜
日
、
午
後
8
時
～
9
時
5
0
分

●
会
費
　
入
会
金
／
千
五
百
円
、
月
／

二
千
円

●
申
込
み
　
君
達
七
美
恵
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
1
3

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

福

岡

県

第

6

回

自
然
と
共
に
楽
し
み
な
が
ら
、
い
ろ

ん
な
体
験
が
で
き
ま
す
よ
。

●
集
会
日
　
月
に
三
回
、
日
曜
日
の
午

前
1
0
時
か
ら
正
午
（
行
事
に
よ
っ
て

変
更
あ
り
）

●
と
こ
ろ
　
旧
商
工
会
館

●
対
象
　
小
学
1
～
3
年
生

●
会
費
　
月
／
千
円
　
（
制
服
代
は
別
）

●
申
し
込
み
　
陣
内
明
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
1
8
6



媚硝しむ鵬道朋島の柄のた陳義離婚鮎
鵜町老人クラブ連合会

今年の夏は、7月の北海道南西沖地震、8月の集中療
雨と日本の南北を大きな災害が襲いました。その災害で

苦しむ、北海道、鹿児島の人たちに役立ててもらおうと、

町老人クラブ連合会（里山積市会長）の皆さんから30万
75円もの義援金が寄せられました。

会員約1膏00人のまごころのこもった義援金は、役場

を通じて9月13日、北海道と鹿児島県の協同募金会に送

金されました。 老人クラブの役員さんたちから町長に義撞金が渡されました

世代間コミュニケーションの架け橋役に 臆繭開園暗線韓 ＼ヽ／∴＿ ∴∴∴：．∴∵∴∴ 、高、、ァ／／′ 一∴∴ト： 

譲∴1囲轄畿畿 聞睦∵鸞鮮翠「看漢音鹸瀧F－；容SSSE 
＼醗議運園田顕し÷∴∵甲種園部虹ノー」　　証　　　　　　惹言 

や「　9月14日、島P到＼学校の児童会の代表5人が、小　　　　　　　　治∴　　　　　　　　　　　　　三雲三 �時 

彊義薫諒読闇離醒醗 �間 で 九 だ 
諒プレゼント。お年寄りと子ともたちとの架け橋役を　糾　＿、鞠寧慰．、品ノ　　　懇悉 �け の 

∴∴∴∴∴∴÷∴詩誌 繕まったお年寄りに児童50人が書いたお便。を手渡し当発 きいました。 れね る」 �ゴ が 集 ま り ま し た 

と　21世紀の農業を目指して　S農業後継者おおいに語る 

伝農法　　に対して談農継農懇セ わ業発初 　　10 　　も主著二’ 　轢轡一昭暗雲三を荘弼窟轟嚢磐措… ／一／・導を－／ここiノしのたが農謹産のの○とユ ／／／‾も， 　　とに対つ懇る後るのi 

イ



おじLlちゃんおばあちゃん ������ �Jlnim、 「－－．「〒；亨；王寺＝豪華 ���　ーil ＝＝＝！ヨ“－－－－－‘∴言∴∴ � �≡ 

もつともつと長生きしてね。 敬老の日を前にした、9月10日、町長が今年 98歳になる町内最高齢の4人を訪ねました。 「最高齢者としてまさに町民の期待や願い の大きな指針となられました」－これは、 その時、町長が皆さんに述べたお祝いの言葉 です。 �������琵瀦 l： 1 ∴ ＼読 l �� �　∴∴ ∴＼－ ／ ∴ 鶏∵警き団 子：∴：： 空軍志主査 

エ＼／ ���わ徽 ヽ 

毎晩、晩酌をしているという谷口ナヲさん （浅木）、「自分のことよりも78歳になる長男 の健康のほうが気掛かりで」と、話す中村シ ������ �子ともやお年寄りを交通事故から寸うつ 

○通告指導 ���と高齢善交通安全教室 手 

ケルさん（静光園）、そして大谷高さん（広渡）、 茂岡トヨカさん（遠賀固）の4人は、とても ������ �秋の交通安全県民運動期間中に、町内では、折尾警察署交通課 の協力で、2つの催しがありました。 9月21日鳥門小学校前で登校時における児童の通学指導が行 

お元気。一世紀の日本を見つめてこられた皆 さんは、まさに「町民の期待や願いの大きな ������ �われました。交通量の多い交差点で、婦警さんらが、正しい横断 歩道の渡り方などを指導しました。（写真上） 

指針」です。 ������ �また、27日には総合運動公園で高齢者交通安全教室があり、約50　　　　（ 
人のお年寄りがパイクの蔀と自転車の部に分かれて教室に参加。 

＿料、 ��出i �ヽ∴：∴ �� � �折尾警察署職員の話に熱Ii高二耳を傾けていました。（写真下） 二村「 ツシ息 コケ子 リルの ○さ健 詐駕 ���　　紬韓 二一一「三選麗甑＿二電 離翠逮i続開臨睦艶 � �糠こ せてくれます 濫聞 ∴慌一∴一ト∴ 

÷ ） しま ； ＼r 韻 二校 

月 �商事 ���絹鞄　　i鮭慈 

二三（ 繋頁 �言喜一：－ ����難粛 田町か で長り 、‾もで 田し わと ず中 〕 日頓鯵 ���ニ製誓i署 　j一つ甘 干畦、－一之＼誹 ベゴニアの花が私たちの目を楽 

〔長寿おめでとうございます 舘盟藷蓄電鮭 
音速賞品校から町にフレセント 一二一宮i 「宣＿＿「二 手 】 覧前行鉢技ののる仝 

駆儲（生年月日）i氏　名 ���S隊書幅Sg閏潤的帥㈱ ������ 

広　波 �9職樋8．6．17） �大谷∴商 �橘　調 �中村シケル �98歳は鰍7．12） ���静光圃 

選別i �9時（鵬1．5．5） �森下喜三郎 �大　開 �谷口ナチ �9瞬間離．5） ���浅　水 

遠賀園 �9強（鵬1．8．I） �柴田講乎 �蘭由 �茂岡トヨカ �9聴（M鎚9．18） ���遠賀園 1監護璽藷露－（ †竃霞岳蓄謹話壷話語藁適試 ててたベ 

上別府 �勉強（1131．11．16〉 �石松銀餌 �心∴縫 �梶原ヨシ �9相川29．7．15〉 ���遠賀囲 

鬼　津 �9掘〈潤2品柳 �入江蕾郎 �随一 �高崎ユタカ �9鴫0129．1i．12〉 ���木　守 

広　滅 �9媚周航．3〉 �柴田盛彦 �紙ニ �馴Iキクノ �96歳周30．2．25） ���遠賀園 
く　に　い植術慶一　レ　県学＋　か　い　い「　　先ゴ 

木　守 �9聴く潤．吊〉 �中村鯨概 �諭鎮ま �遠藤タケ） �96歳（）130．7．18） ���韻光圃 ��だ飾まえ課業つイ立板八らたる日　生二 　　　　　　　　　　　　ヽ　○＼「イ さつしまの艦と／晶清鉢 いてたで生殺しポ校性カ oい○花徒をてiで化貝 ま花のが利同プ展を、 すは栽種用校口関目 の役培ましはジさ的ま で場管きて“工れに �擬綾 賞にた町、 

中　央 �92歳（M31上20） �田中房吉 �績凪 �磯部澄子 �9職（1130．8．21） ���木　守 

尾　崎 �91歳（甑．i2．7） �用澤菰光 �翰鵡£ �有害歌子 �9識0131工5） ���浅　木 

尼　崎 �9蛸〈li削．i） �油滴順一 �諭積読 �小田ミサヲ �9強ol31．4．22） ���出生津 、玄理か産校クて県たの質にな　　く ご関をら葉肉トい下。花高見つ　　れ 

浅　木 �91歳〈鵬．7．25） �槍光熱壮 �縮ら �末孫貸美子 �9時〈博聞7il〉 ���広　滅 



18少年水泳大会
月29日、島門小学

▽50㍍自慮形B①山本久美（45秒44）

②坂本愛③白石優雅▽同C①佐藤勇基

（40秒25）②山口珠美▽50㍍平泳B①

坂本愛（56秒14）②山本久美③大神儀

介▽同C①佐藤勇碁（54秒48）②山口

珠美▽5頂言背泳B（D坂本愛（58秒78）

山本久美③佐藤新平▽同C①佐藤勇芸

（54秒05）▽50㍍バタフライB①坂重

要‘54秒46）②山本久翰佐藤新平冨

岡C①佐諒勇基（52秒30）
照相田〇㌢か一　斑二二二：幽鼠祷三と，へこ老’）玉戸＝点

〔健康、体力づくりに町民皆スポーツ〕 ������ 

′‾ii 」≡…li � �トI（ � � �1m 

1． � �川 � � �んhl � �÷買 主 i塁 と 

ソフトバレーボールは、特別の体力や技術 ������∴ ：鵜 
を必要とせず、老若男女を問わずだれもが気 

軽lこ行える屋内スポーツです。教育委員会で 

は、町民皆スポーツをめざし、このような軽 

スポーツを紹介し、普及させてきました。健 康体力づくりや地域コミュニティーの育成【こ 

役立ててくださし、。 �������●と ●チ 

Sソフトlルーボール教室を行います獲　⊥

大会に備えて、基礎から勉強しませんか。11月

1日（月）、4日（木）、8日（金）の午後7時30

分からソフトバレーボール教室を行います。会場

は、島門・潅木・広滅各小学校の体育館です。お

住まいの校区の体育館にお集まりください。受付

は、当日各会場で。　また、11月9日（火）から27

日（土）まで、大会出棺者に遠賀中学校体育館を

無料闊放します。利用される方は、体育振興係へ

申し込んでください。「利用許可証」を発行します。

イ

‾m鴇

き11月28日（日）午前8時30分から

ころ　遠賀勤労者体育センターと町民体育館
－ム編成　男子の部・女子の部とも1チーム

選手4人、補欠3人とします。（1チームにつ

き「遠賀町ソフトバレーボール連盟」の加入者

の出場は2人まで）

※チーム編成ができない方でも参加できます。

個人申し込み者によるチーム編成を主催者で行

いますので、ぜひ、ご参加ください。

●賞1位から3位までのチームには、賞品を差

し上げます。参加者全員に参加賞があります。

●申し込み　チーム参加、個人参加とも11月12日

（金）までに教育委員会社会教育課体育振興係

℡（293）1234へ。

●監督会議11月16日（火）午後7時30分から遠

賀コミュニティーセンター児童室で行います。

・
跳
箱
I
〟
大
会

9
m
月
教
J
‥
日

遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ト

（
参
加
2
3
チ
ー
ム
）

大
会
の
結
果

▽
優
勝
木
守
区
▽
準
優
勝
上
別
府
区

〇
八
幡
西
区
少
年
柔
道
大
会

9
月
5
日
、
八
幡
西
区
柔

剣
道
場
で
行
わ
れ
た
八
幡
西

匪
少
年
柔
道
大
会
に
遠
賀
町

チ
ー
ム
が
参
加
。
固
体
戦
で

見
事
、
優
勝
し
ま
し
た
。

個
人
戦
の
結
果
　
（
敬
称
略
）

口
1
年
生
の
部
▽
第
三
位
＝

村
田
秀
太
郎
口
2
年
生
の
部

▽
優
勝
＝
松
山
博
隆
口
3
年

生
の
部
▽
準
優
勝
＝
平
田
庸

司
□
4
年
生
の
部
▽
優
勝
＝

山
口
芳
広
▽
準
優
勝
＝
高
崎

紘
臣
□
6
年
生
の
部
▽
優
勝

＝
高
崎
智
考
▽
第
三
位
＝
窒

智
幸

み
ん
な
鱒
い
て
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果



アメリカ人と日本人

会話の仕方にも違いがあります。

日本人同士の会話とアメリカ人同士の会話を比べる
と、いろんな違いが見えてきます。先日、電車に乗って
いたら前の席に2人のアメリカ人が座って会話をしてい

ました。なにかもめてるようすでしたので、なにをもめ

てるのかと、耳をすまして聞いてみると。「円高の良い

ところ、悪いところ」についてのごく普通の話でした。

この話が聞こえたのか、私の隣に座っていた、2人の日

本人も「円高」について話を始めました。これは面白い
と思って、2つの会話を比べてみたんです。すると、ア
メリカ人の2人は、自分の意見を言いながら、お互いの

意見の悪いところをけなすように話をしています。しか
し、けんかをしているわけではありません。活き活きと

していて会話を楽しんでいるんです。
一方、日本人はというと、新聞かなにかで読んだ記事

について「そうですね」。「あっ、そうなんですか」と、

お互いをうまくたてながら、つまらなそうに話をしてい

ました。

日本では、考えられないことかもしれませんが、アメ

リカでは会話をするとき、必ずといっていいほど人の意

「ヽ

見にケチをつけます。　しかし、これは失礼なことでは
なく、より真実に近つけるためにしていることなのです。

逆に、自分が思っていることをはっきり言わないほうが

失礼だと思われることもあります。

会話一つにしても、アメリカと日本では大きな違いが

あるんですね。

PUZZL∈ 
今回は12BODYPARTS（体の一部）を見つけま 
しょう．／ 

BSH9 iAE月 CIJlO YLi日 CBC写 し00 EAPパ iTTズ 丁・Eル RMRの UO・答 CTCえ KOA RN CO YE C● LC EA iR T． 謹 � EYEACGEREACHERS 00RiNDOWHALKBOHAND 

00KENENCiLONTLOOGL 
OTEBOOKOOGNOSEAJ10 
SHOULDERACEREGESKA 
ABLEAPLOCKRAYONSEE 
YEHHEHHEHHAHAHHAFO 
GAMOUTHTURRRNOFFIO 
WiLLYGOALKYUERNONT 
TWILLYGOHEEKHINDGI 
GGWILLYGOAISTHEMEY 
ARMWILLYGORESHAiRl・ 

ANECKROFELIAKWOWWY 
GONEIWETOESWILLYGO 

秋
深
み
正
助
翁
の
生
誕
日

祭
り
太
鼓
が
一
際
冴
え
る

白

石

一

夫

俳
句
へ
速
賀
俳
女
句
会
妙
）

池
田
　
幸
利
運

お
し
ろ
い
の
花
客
の
帰
り
し
夕
べ
な
る

加
藤
　
栄
子

雨
足
の
走
る
青
田
に
鷲
下
り
る

末
永
キ
ミ
枝

林
間
学
校
喚
声
あ
げ
て
急
追
ふ

玉
野
　
信
彦

夕
馨
の
風
き
て
秋
意
あ
ら
た
な
り

小
野
多
恵
子

ポ
ケ
ッ
ト
の
小
銭
じ
ゃ
ら
じ
ゃ
ら

夏
の
果

川
上
　
久
夫

マ
ー
ブ
イ
先
生
の
英
語
ス
ペ
シ
ャ
ル
レ
ッ
ス
ン
e

井
口

絹
子

短
歌
（
お
ん
が
塊
歌
会
豚
革
）

河
申
　
端
冨
選

空
高
く
ビ
ラ
ミ
ッ
ト
形
に
灯
を
点
す

祇
園
祭
り
の
山
車
に
見
惚
れ
る

久
野
き
よ
の

祇
園
祭
追
い
山
担
ぐ
若
者
に

か
け
や
る
水
は
玉
な
し
て
散
る

柴
田
　
　
房

見
る
人
の
心
酔
わ
せ
る
ス
テ
ッ
プ
に

「
サ
ン
バ
祭
り
」
の
パ
レ
ー
ド
は
行
く

一
団
　
房
子

五
十
年
間
絶
ゆ
る
こ
と
な
き
祭
り
な
り

お
宮
日
峨
の
み
が
は
た
め
く



役場293－1234

コンポスト製造器の

購入助成を行います
1人1器、先着70人まで。

●料金　2．600円

●申し込み　料金と印鑑をお持ち

のうえ、保健衛生係へ。現品は11

月中旬以降にお宅までお届けし

ます。

●申し込み期限期間10月29日

（全）まで
●その他　コンポスト製造器には

発酵促進剤が1箱付きます。ま

た、発酵促進剤＿（土浦300円）

言

中間都市計画下水道の

計画案を縦覧しています

中間市の公共下水道案が作成されました。
事業地を表示する図面や計画書（概要）など
を縦覧しています。
●縦覧期間10月18日（月）まで（土　日・

祝日は除く）
●時間　午前8時30分～午後5時
●鋤新　中問市役所下水道課
TEL（244）1111

※この計画内容について意見や要望のある人
は言縦覧期間中に意見書を提出することがで
きます。

－
イ
ナ
ウ
を
北
九
州
で
掌

れ
梁
塵
葡
霊
の

学
生
を
募
集
し
ま
す

番
付
は
同
月
前
日
か
ら
中
興
公
民
績
軍
機
竃
で

●
英
会
話
教
室

日
月
か
ら
英
会
話
教
室
を
再
び
始
め

ま
す
。
希
望
者
多
数
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
申
し
込
み
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

▽
教
室
の
種
類
と
開
催
日
時

①
親
子
英
会
話
　
（
二
人
一
組
）
＝
毎
週

木
曜
日
、
午
前
1
0
時
0
0
分
～
正
午

②
中
級
英
会
話
I
＝
毎
週
金
曜
日
、
午

後
4
時
－
5
時

③
中
級
英
会
話
Ⅱ
＝
毎
週
火
曜
日
、
午

前
1
0
時
5
0
分
～
正
午

▽
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
定
員
　
各
教
室
約
二
十
五
人

●
英
会
話
ク
ラ
ブ

▽
教
室
の
種
類
と
開
催
日
時

①
大
人
の
た
め
の
初
級
英
会
話
ク
ラ
ブ

毎
週
火
・
水
曜
日
（
い
ず
れ
か
一
回
）

午
後
6
時
－
1
時
0
0
分

②
中
級
英
会
話
ク
ラ
ブ

毎
週
火
・
水
曜
日
（
い
ず
れ
か
一
回
）

午
後
1
時
0
0
分
～
9
時

③
ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
ク
ラ
ブ

毎
週
金
曜
日
、
午
後
1
時
－
8
時

▽
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
　
（
会
場

変
更
も
可
能
で
す
）

▽
会
費
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
　
1
0
月
1
3
日
　
（
水
）
　
か
ら

遠
賀
町
中
央
公
民
館
事
務
室
℡
　
（
2

9
3
）
1
3
5
5
で
受
け
付
け
ま
す
。

購
霜
に
億
制

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
に
必
要
な
小

型
船
舶
操
縦
士
の
海
技
免
状
が
、
電
車

や
バ
ス
の
定
期
券
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ

（
九
・
五
×
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

に
な
り
ま
す
。

今
年
の
日
月
1
日
以
降
に
発
行
さ
れ

る
小
型
船
舶
操
縦
士
の
海
技
免
状
は
、

す
べ
て
こ
の
サ
イ
ズ
に
な
り
ま
す
。
す

で
に
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
更
新
の
と
き
に
順
次
切
り
換
え
ら

れ
ま
す
。

更
新
時
期
が
来
る
前
に
差
し
替
え
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
可
能
な
限
り
対
応

し
ま
す
。
こ
の
場
合
の
手
続
き
は
、
申

請
書
、
申
請
手
数
料
千
二
百
円
、
新
た

な
写
真
な
ど
が
必
要
と
な
り
、
有
効
期

●
募
集
科
目
・
定
員
　
▽
機
械
シ
ス
テ

ム
系
＝
四
十
人
▽
居
住
シ
ス
テ
ム
系

＝
二
十
人
▽
デ
ザ
イ
ン
‥
シ
ス
テ
ム

系
＝
二
十
人
▽
電
気
シ
ス
テ
ム
系
＝

二
十
人
▽
情
報
シ
ス
テ
ム
系
＝
四
十

人
▽
電
気
電
子
シ
ス
テ
ム
系
＝
二
十

人
●
応
募
資
格
　
高
校
を
卒
業
し
た
人
、

ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

●
願
書
の
受
付
　
推
薦
入
試
は
、
日
月

1
日
（
月
）
か
ら
日
日
（
木
）
ま
で
、

一
般
入
試
は
、
6
年
1
月
1
0
日
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

●
募
集
要
項
・
願
書
の
請
求
　
三
百
六

十
円
切
手
を
同
封
し
て
、
北
九
州
職

業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
学
務
課

〔
〒
㈱
小
倉
南
区
志
井
一
六
六
五
－

一
℡
　
（
9
6
3
）
　
0
1
2
5
）
　
へ
。

問
い
合
わ
せ
も
。

間
は
現
に
保
有
し
て
い
る
免
状
の
有
効

期
間
の
残
存
期
間
に
限
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
九
州
運
輸
局
船
員
部
船

舶
職
員
課
℡
　
（
3
3
2
）
　
8
0
9
4
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
定
員
　
二
十
人

●
講
習
期
間
　
1
2
月
1
4
日
か
ら
6
年
2

月
2
2
日
ま
で
の
延
べ
二
十
一
日
間

（
主
に
火
～
金
曜
日
）



霊芝　　　　北九州市制3胴年記念鞍 

董 �圏照93北九州 

国際音楽祭 
11／1㊨－11／7㊨ 

［入掲料］ 

（全舶由）　　　　．灘塩とときを（，，／，） 

i 上役i霊計喜計：縁舞岩，；：ツロマン 

i学生i￥l，800i￥1，500i（全席自由） 

．サロン．、コンサート（食事付き〉　ii当　日i前　売i 

十枚●学生i￥1：霊i閏器i器i ・讐段着の‾ 

鵜事務局／北九州市教育委員会文化振興課 

「？、

福
岡
県
農
林
水
産
ま
つ
り

鮮
・
旬
ア
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
掬
に

で
が
け
ま
せ
ん
か

1
0
月
0
0
日
　
（
土
）
　
3
1
日
　
（
日
）
　
の
二

日
間
、
午
前
9
時
0
0
分
か
ら
福
岡
市
中

央
区
長
浜
の
「
福
岡
市
鮮
魚
市
場
東
側

広
場
」
　
で
、
福
岡
県
農
林
水
産
ま
つ
り

「
鮮
・
旬
ア
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
．
9
3
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
県
内
各
市
町
村
特
産
品
の

展
示
・
即
売
や
農
林
水
産
業
団
体
に
よ

る
実
演
・
即
売
・
ク
イ
ズ
、
子
ど
も
た

ち
の
広
場
、
ふ
く
お
か
味
の
ロ
ー
ド
な

ど
盛
り
た
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
入
場

は
、
無
料
。
詳
し
く
は
、
県
庁
農
林
水

産
ま
つ
り
運
営
委
員
会
℡
0
9
2
　
（
6

5
1
）
　
1
1
1
1
　
〔
代
表
〕
　
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
、
（
生
後
3
か
月

－
6
か
月
児
の
相
談
で
は
、
離
乳
食

指
導
と
試
食
が
あ
り
ま
す
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

▽
1
2
月
1
0
日
　
（
金
）
　
開
講
式
、
身
長
・

体
重
・
血
圧
測
定
な
ど

●
時
間
　
午
前
9
時
0
0
分
－
∴
日
時
0
0
分

ま
で
　
（
1
2
月
3
日
の
み
午
後
1
時
ま

で）
●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
日

月
2
5
日
の
み
遠
賀
町
第
一
武
道
場
）

乳
児
相
談
が
あ
り
ま
す

今
年
最
後
の
総
合
健
診
が

1
0
月
1
7
日
（
日
）
に
あ
り
ま
す

大
腸
が
ん
験
諺
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

●
と
き
　
▽
生
後
3
か
月
～
6
か
月
児

＝
1
0
月
1
3
日
　
（
水
）
　
▽
生
後
1
か
月

～
1
2
か
月
児
＝
1
0
月
2
6
日
　
（
火
）
、

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0
分

～
1
0
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
　
和
室
　
（
役

場横）

●
と
き
　
1
0
月
1
7
日
　
（
日
）
　
午
前
9
時

～
日
時
、
午
後
1
時
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
　
（
役
場
横
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
総
合
健
診
受
診

票
　
（
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
）

●
料
金
　
▽
胃
が
ん
検
診
＝
五
百
円

（
希
望
者
・
午
前
中
の
検
診
の
み
）

▽
基
本
健
康
診
査
＝
五
百
円

▽
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
＝
無
料

大
腸
が
ん
検
診
は
、
便
に
よ
る
出
血

の
有
無
を
見
る
簡
単
な
検
査
で
す
。

検
診
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

左
の
表
の
日
程
で
都
合
の
良
い
日
を
選

び
、
検
診
日
の
前
日
ま
で
に
保
健
衛
生

係
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
大
腸
が
ん
検
診
日
程
表

問
診
と
便
を
と
る
容
器
を
配
布
し
ま

す。

●
要
請
時
聞
　
午
前
1
0
時
－
午
後
4
時

●
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費

は
自
己
負
担
）

●
講
習
会
場
　
北
九
州
市
立
東
部
勤
労

婦
人
セ
ン
タ
ー
（
門
司
区
下
馬
寄
）

●
申
し
込
み
　
Ⅱ
月
1
日
　
（
月
）
、
2

日
　
（
火
）
　
の
午
前
9
時
か
ら
正
午
ま

で
と
午
後
1
時
か
ら
5
時
ま
で
に

「
福
岡
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
」

へ
電
話
で
ど
う
ぞ
。

℡
0
9
4
8
　
（
2
3
）
　
4
1
5
6

鱗
外
鰯
の
ぁ
る

勝
責
を
募
集
し
ま
す

健
康
づ
く
り
教
室
で
高
コ
レ
ス
一
石
I

ル
予
防
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
な
か
な
か

正
常
値
に
な
ら
な
い
」
な
ど
の
悩
み
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
健
康
づ
く
り
教
室
で
、

楽
し
み
な
が
ら
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ

い
て
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
経
・
内
容

▽
日
月
2
日
　
（
火
）
　
開
講
式
、
身
長
・

体
重
・
血
圧
測
定
、
講
話
な
ど

▽
日
月
1
2
日
　
（
金
）
　
講
話
－
正
し
い
食

事
の
と
り
か
た
、
栄
嚢
調
査

▽
日
月
2
5
日
　
（
木
）
講
話
と
実
技
i
生

活
の
中
に
運
動
を
取
り
い
れ
よ
う

▽
1
2
月
3
日
　
（
金
）
講
話
と
調
理
実
習

－
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
4
0
歳
以
上
の
町
民

（
大
腸
・
直
腸
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ
の
既

応
の
あ
る
人
、
6
か
月
以
内
に
出
血

の
あ
っ
た
人
、
両
親
ま
た
は
、
子
ど

も
が
大
腸
が
ん
に
か
か
っ
た
人
は
、

直
接
、
病
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
）

●
料
金
　
五
百
円
　
（
検
診
日
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
）

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
、
情
熱
を
開

発
途
上
国
の
人
び
と
の
た
め
に
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
応
募
資
格
　
2
0
歳
か
ら
3
9
歳
ま
で

●
募
集
期
間
　
1
0
月
1
5
日
　
（
金
）
　
～
Ⅱ

月
5
0
日
　
（
火
）

●
説
明
会

▽
内
容
＝
派
遣
の
シ
ス
テ
ム
や
待
遇
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

協
力
隊
広
報
映
画
の
上
映
や
隊
員
O

B
、
O
G
の
体
験
発
表
も
あ
り
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

▽
と
き
＝
1
0
月
2
6
日
と
日
月
1
8
日
の
午

後
6
時
0
0
分
か
ら
9
時
ま
で
。

▽
と
こ
ろ
＝
小
倉
K
M
M
ビ
ル
四
階
第

四
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
国
際
協
力
事
業
団
九

州
支
部
℡
0
9
2
　
（
4
5
1
）
　
3
3

（
‥
0
0
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総
面
積
一
一
十
二
・
一
四
両
　
『
水
と
緑
』
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
町
。
現
在
二
十
四
区
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
も
、
素
敵
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
「
お
ん
が
」
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

当
時
で
は
、
町
内
最
大
の

団
地
と
し
て
開
発
さ
れ
る

昭
和
4
9
年
か
ら
5
1
年
に
か
け
て
、
潅

木
区
内
の
土
地
に
、
当
時
と
し
て
は
、

町
内
最
大
、
一
三
・
二
浩
の
住
宅
団
地

の
開
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

現
在
の
東
和
苑
区
で
す
。
当
初
は
、
浅

木
区
の
一
部
で
し
た
が
、
次
第
に
人
口

も
増
、
え
、
昭
和
5
4
年
4
月
1
日
に
分
区
。

二
百
八
十
世
帯
、
人
口
千
二
十
四
人
の

行
政
区
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
世
帯
数
も
三
百
八
十
九
戸
と

増
、
え
、
人
口
規
模
で
は
町
内
で
四
番
目

に
大
き
な
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
の
悩
み
も

新
し
い
試
み
で
克
服

団
地
造
成
完
了
後
、
す
で
に
十
七
年

が
過
ぎ
、
地
区
に
も
高
齢
化
の
波
が
押

し
寄
せ
て
い
ま
す
。
区
内
の
親
睦
を
図

る
た
め
に
続
け
て
き
た
運
動
会
へ
の
参

加
者
も
次
第
に
減
っ
て
き
た
た
め
、
一

昨
年
か
ら
は
、
だ
れ
も
が
楽
し
め
る
行

事
を
と
い
う
こ
と
で
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
に
変
更
。
年
代
別
に
分
か

れ
て
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
運
動
会
よ
り
も
こ
ち
ら
の
ほ
う
が

楽
し
い
と
、
区
民
の
評
判
も
上
々
と
か
。

ま
た
、
夏
に
は
盆
踊
り
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
た
帰
省
で
、
お
盆
に
は
地
区

を
離
れ
る
人
が
多
い
た
め
、
日
に
ち
を

ず
ら
し
て
「
納
涼
盆
踊
り
大
会
」
と
銘

打
ち
、
開
催
し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ

大
会
や
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
輪
に

な
っ
て
花
火
に
点
火
す
る
「
柁
火
の
輪
」

な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
で
、
年
々
、

盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

0
0
歳
代
の
若
い
老
人
会

活
動
は
積
極
的
で
す

高
齢
化
は
進
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
お
年
寄
り
と
い
っ
て
も
、
若
い

人
も
た
く
さ
ん
い
て
、
老
人
会
は
　
「
ふ

た
ば
会
」
と
い
う
名
で
、
0
0
歳
以
上
の

人
た
ち
が
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
毎
月
一
回
、
誕
生
会
を
開
き
、

カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
の
発
表
な
ど
で
親
睦

を
深
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

村
田
喜
代
子
さ
ん
を
迎
え
で
の
文
化
講
演
会

文
化
面
の
活
動
も

活
発
化
し
て
き
ま
し
た

こ
こ
一
、
二
年
、
文
化
活
動
も
活
発

に
な
り
、
地
区
公
民
館
は
、
い
ろ
ん
な

サ
ー
ク
ル
活
動
の
利
用
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
も
一
杯
と
か
。
せ
っ
か
く
、
文
化
面

で
も
区
の
活
性
が
図
ら
れ
て
き
た
こ
と

だ
し
、
二
の
舞
を
つ
ぶ
し
て
ほ
な
ら
な

い
と
9
月
2
6
日
に
芥
川
賞
作
家
の
村
田

喜
代
子
さ
ん
を
迎
え
文
化
講
演
会
を
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
6
年
の
2
月

に
は
、
区
の
文
化
祭
を
初
め
て
開
く
予

定
で
す
。
「
い
ろ
ん
な
趣
味
を
も
っ
た

人
が
区
内
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、

か
な
り
の
作
品
が
区
民
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
そ
う
で
す
」
と
、
公
民
館
長

さ
ん
は
、
話
し
ま
す
。

ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
も

区
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

区
内
の
環
境
美
化
に
つ
い
て
も
、
積

極
的
で
す
。
特
に
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
に

つ
い
て
は
、
指
定
袋
制
度
へ
の
移
行
後
、

ユ
ニ
ー
ク
な
看
板
を
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
立
て
る
な
ど
し
て
努
力
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
現
在
も
、
ゴ
ミ
収
集
日
に

は
、
衛
生
推
進
委
寅
さ
ん
が
、
区
内
の

見
回
り
を
し
て
い
ま
す
。
区
長
の
黒
木

守
さ
ん
は
　
「
役
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
区

民
全
員
の
努
力
の
か
い
あ
っ
て
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ご
み
枕
　
　
ス
ラ
ー
シ
且
ン
書

希
紡
箔
寿
」
み
愛
を
見
な
が
．
づ
：
）

、
ユ
考
え
た
っ

域
ち
か
う
▼
。
い
え
は
角
が
立
つ
。

流
さ
れ
れ
笠
ご
み
の
山
。
犬
経

も
て
迷
惑
だ
＝
と
か
く
、
こ
の
世

み
か
多
す
ぎ
る
。

ご
み
か
虚
ろ
の
蕊
し
か
た
が

ス
デ
ー
シ
ご
／
が
き
れ
い
に

、
汚
く
な
る
の
か
、
ご
み
委

し
や
い
と
い
う
こ
と
か
。

己
の
宗
複
は
、
大
丈
夫
？

西
目
回
国

広
報
お
ん
が
の
発
行
日
は
毎
月
1
0
日

と
2
5
日
。
し
か
し
、
発
行
日
が
、
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
に
重
な
る
と
、
そ
の
前
日

に
各
区
に
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の
号
の
配
布
日
は

1
0
月
8
日
に
な
り
ま
す
。
9
月
2
5
日
号

の
編
集
が
終
わ
っ
て
、
ポ
ッ
と
し
た
の

も
束
の
間
、
9
月
2
7
日
に
、
原
稿
を
入

れ
な
け
れ
ば
同
月
8
日
の
配
布
に
間
に

合
わ
な
い
の
で
す
。
「
原
稿
筋
切
り
ま

で
あ
と
数
時
間
」
　
こ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
戦
い
な
が
ら
、
ワ
ー
プ
ロ
を
カ
チ
ャ

カ
チ
ヤ
。
割
り
付
け
用
紙
と
ニ
ラ
メ
ソ

コ

。

気

が

つ

く

と

外

は

真

っ

く

ら

ー
　
・
。
で
も
、
こ
の
町
ゆ
え
に
夜

は
、
し
ー
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
て
、
結

構
、
作
業
は
、
は
か
ど
り
ま
す
。
思
わ

ず
「
水
と
緑
、
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま

れ
た
ふ
る
さ
と
遠
賀
に
乾
杯
」
な
ん
て

つ
ぶ
や
い
た
り
し
て
・
・
・
。
（
英
）

東
和
苑
区
デ
ー
タ

世
帯
数
（
3
8
9
）
人
口
（
3
5
）

（
9
月
0
0
日
現
在
）


